
2014年 8月22日

                           東北大学大学院経済学研究科

地域イノベーション研究センター

                           公益社団法人関西経済連合会

「関西起業塾」の実施について

東北大学大学院経済学研究科地域イノベーション研究センター(センター長：藤本 雅彦)と関西

経済連合会(会長：森 詳介)は、昨年に引き続き、東日本大震災からの復興支援の一環として、こ

れからの東北経済を担う新しい経営人材の育成を目的とした「関西起業塾」を実施いたします。

「関西起業塾」は、関西の第一線で活躍する経営者を講師として招き、講座を通じて、東北地方

の若手経営人材や学生に関西の経営者マインドを感じてもらい、また、これからの東北をリードす

る企業づくりや新事業づくりのヒントにしてもらうことを目的として、2012年から開催している

ものです。

今回は、和歌山と京都から、新たな商品やサービスを生み出している３人の経営者にご登壇いた

だき、講演および参加者との意見交換を行っていただく予定としています。

＜概 要＞

◇実施日時：2014年9月 27日(土)、10月 25日(土)、11月22日(土) 13時30分～15時30分

講  師 講義タイトル

9/27
島 正博 氏
(㈱島精機製作所 代表取締役社長、わかやま産業振興
財団理事長)

変革する力、チャレンジする力
～愛と氣で創造する～

10/25
竹田 正俊 氏
(㈱クロスエフェクト 代表取締役、㈱クロスメディカル
代表取締役、京都試作ネット代表理事)

「使命の経営」から生まれたいのちを
救うプロジェクト
～ドラッカーマネジメントを基に予期
せぬ成功を追いかける経営戦略～

11/22
細尾 真生 氏
(㈱細尾 代表取締役社長、京都経済同友会副代表幹事)

世界に西陣織を売る
～伝統産業をクリエイティブ産業に～

◇実施場所：東北大学 片平キャンパス 片平北門会館２階 エスパス

（宮城県仙台市青葉区片平２丁目１－１）

◇内  容： ①講師からの講義（創業・新規事業創出の際の発想の原点、経営上の工夫や大切に

       している視点、これまで経験してきた困難とその解決策、東北へのエール 等）

②参加者とのフリーディスカッション

◇募集人数：各回９０名程度

・東北大学、大学院の学生   ・一般参加者

◇参加申込：別添チラシ裏面の申込用紙に必要事項を記入し、FAXまたはメールでお申込みください。

以 上
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2014年9月27日(土)、10月25日(土)、11月22日(土) 13：30～15：30
東北大学 片平キャンパス 片平北門会館2階 エスパス

島 正博 氏
株式会社島精機製作所 代表取締役社長
わかやま産業振興財団理事長

「変革する力、チャレンジする力
　　　 ～愛と氣で創造する～」

9
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細尾 真生 氏
株式会社細尾 代表取締役社長
京都経済同友会副代表幹事

「世界に西陣織を売る
　～伝統産業をクリエイティブ産業に～」
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25

竹田 正俊 氏
株式会社クロスエフェクト 代表取締役
株式会社クロスメディカル 代表取締役
京都試作ネット代表理事

「使命の経営」から生まれたいのちを救うプロジェクト
～ドラッカーマネジメントを基に予期せぬ成功を追いかける経営戦略～
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新たな商品やサービスを生み出し、
業界をリードする数々のトップ企業を輩出してきた関西から、
第一線で活躍する経営者が来校。
東日本大震災からの復興支援の一環として、東北地方の若手経営人材と学生たちに、
創業や経営における発想の原点やポイント、
これからの東北を担う企業づくり・新事業づくりのヒントを語ります。

東北大学
地域イノベーション研

究センター

講　師

日　時

会　場

受講者
募集

先着順各回90名
参加費無料



申込先

「関西起業塾」講師紹介 

島 正博 氏
株式会社島精機製作所 代表取締役社長

わかやま産業振興財団理事長

株式会社島精機製作所
（和歌山県和歌山市）

　コンピュータ横編機で世界トップシェアを誇る
島精機製作所の創業者。1962年創業の原点は手
袋編機。「手袋を逆さにし、３本指の部分をまとめ
ると、セーターになる」との発想から、ニット横編
機の開発に着手。1967年に全自動衿編機、78年
にコンピュータ制御横編機、95年には一着丸ごと
編み上げる完全無縫製型横編機（ホールガーメン
ト横編機）の開発に成功。その後も、「エバーオン
ワード（限りなき前進）」という経営理念のもと、総
合メカトロニクス企業として魅力ある製品の開発
を続けている。2005年関西財界セミナー賞大賞
受賞。2012年米国繊維歴史博物館に殿堂入り。

細尾 真生 氏
株式会社細尾 代表取締役社長
京都経済同友会副代表幹事

株式会社細尾
（京都府京都市）

　元禄年間1688年創業の西陣織の老舗「細尾」
の11代目。大学卒業後、商社に入社。イタリア
などの海外勤務を経て、1982年に㈱細尾に入
社。2000年に社長に就任。呉服の製造卸売業
を営むとともに、「世界の西陣にしたい」という
想いを胸に、西陣織の技術や素材を活用した、
世界に類をみない広幅織物の開発製織に成功。
インテリア用、ファション用のファブリックと
して世界のラグジュアリーブランドメーカー、
ホテル等に採用され、一躍、世界の注目を浴び
る。2013年より京都経済同友会副代表幹事。

竹田 正俊 氏
株式会社クロスエフェクト 代表取締役
株式会社クロスメディカル 代表取締役

京都試作ネット代表理事

株式会社クロスエフェクト
（京都府京都市）

　大学卒業後、米国へ留学。帰国後、2000年
にクロスエフェクトを創業。光造形技術を使い、
ロボットや自動車部品等あらゆる分野の開発試
作モデルの製造を手掛ける。2011年クロスメ
ディカルを設立し、術前シミュレーション用心
臓モデルを開発。CTデータを活用した患者ご
との正確な心臓モデルを使ったシミュレーショ
ンが可能となり施術リスクを最小化。若手医師
の育成にも効果を発揮し、世界中の医療現場か
ら引き合いを受けている。第5回ものづくり日
本大賞内閣総理大臣賞受賞。2014年関西財界
セミナー賞特別賞受賞。

主に関西において経済活動を展開している企業、団体、学校法人等約1,300の会員で構成される総合経済団体。1946年の設立後、財政経済、産業、
社会労働等の分野に関する諸問題について政策提言や課題解決に向けたアクションに取り組んでいる。東日本大震災復興支援では、政府等への政策
提言のほか、ボランティアバス「関経連号」の派遣、観光PRのためのイベント開催等、ニーズに即した活動を継続している。

公益社団法人 関西経済連合会
（関経連）とは

※ご来場の際は、公共交通機関をご利用下さい。

FAXまたはメールにて地域イノベーション
研究センターまでお申し込みください。
※地域イノベーション研究センターのホームページから　   
　直接お申し込みもできます。
FAX：022-217-6266　　
E-Mail：sympo2014@econ.tohoku.ac.jp
Homepage：http://rirc.econ.tohoku.ac.jp/
申込締切:各回当日の2日前
 3回分まとめての申込もできます。

「使命の経営」から生まれたいのちを救うプロジェクト
～ドラッカーマネジメントを基に予期せぬ成功を追いかける経営戦略～

「変革する力、チャレンジする力
　　　～愛と氣で創造する～」

9
27

FAX.022-217-6266 申込先：地域イノベーション研究センター

参加者氏名
フリガナ FAX 番号

住所 〒

所属機関・役職 電話番号または E-mail

9/27 10/25 11/22
□ 受講する
□ 受講しない
同伴者　（　　　）名

□ 受講する
□ 受講しない
同伴者　（　　　）名

□ 受講する
□ 受講しない
同伴者　（　　　）名

FAX お申し込み用紙

10
25

11
22

「世界に西陣織を売る
～伝統産業をクリエイティブ産業に～」
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